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2019年6月11日

大学院教育強化推進センター 市村光之

令和元年度「全国キャリア・就職ガイダンス」パネルディスカッション

キャリア教育と企業人材育成の接続について

〜キャリア教育におけるデータ活用の可能性と課題〜

大学側事例紹介

入学から卒業後まで一貫して見通す

学生IRから見えてきたこと
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文部科学省 大学教育再生加速プログラム
テーマⅡ（学修成果の可視化）：横浜国立大学の事業概要
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高校卒業 ➡ 1年 卒業 ➡ 社会人に

高大接続 学部教育

2年 3年 4年 M1 M2

大社接続

入学時：就業力アセスメント

英語TOEFLテスト

授業アンケート
学生：学修の到達度をチェック

大学：授業改善のデータ収集･分析

卒業時アンケ―ト
• DPの到達度
• 大学教育評価

3年：就業力アセス

ポートフォリオ:学生プロファイル（半期ごと）
学生：前学期の振り返りと新学期の構想
学修･生活行動自己チェック
学士力自己チェック、就業力自己チェック

大学：学修･生活行動調査データを収集･分析

相応しい人

材要件提示

大学教育の質保証

新入試制度の準備

入学者選抜

高度専門職業人を輩出相応しい学生の入学

高校時意識

調査

教学IRデータ:成績、GPA等

進路情報
• 就活記録
• 進路調査票

大学院教育

実践的人材を輩出

高大接続から学部教育、大学院教育、卒業後まで、
学生にフォーカスし一貫して見通すIRシステムの構築

質保証：学部教育の課題
 入口の課題：主体的な学びの醸成

 出口の課題：就業力（特に対人基礎力）

質保証：大学院教育の課題
 継続課題：自己効力感のさらなる強化

 専門家の課題：異分野交流、発信力

質保証：社会からの要請
 就業力：主体的に考え動ける人材

 グローバル人材：主体的な状況適応力

学修成果の評価指標
 ディプロマ・ポリシー

 学士力：4つの実践的「知」

 就業力：コンピテンシー

学修成果の収集手法
 学修・生活行動自己チェック

 学士力、就業力自己チェック

 教学IRデータ

 卒業時アンケート

 卒業生、就職先等産業界の評価

学生IRにより

① 学士力･就業力を可視化

② 学修成果を検証

③ PDCAサイクルの構築

卒業時アンケ―ト
• DPの到達度
• 大学教育評価

進路情報
• 就活記録
• 進路調査票

学生プロファイル
学修･生活行動自己チ

ェック
就業力自己チェック

卒業生調査
• 就業力の再確認
• 大学教育再評価

就職先調査
• 卒業生評価

産業界ニーズ調査
•最新ニーズ把握
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eポートフォリオによる学修成果の可視化と学生IRの推進
ー 「学生の主体的な学びのデザイン」の実現を目指して ー

学士力

就業力

学生プロファイル
ポートフォリオのアンケート機能を活用し

学生情報を一元的に集約し管理する

学修成果の可視化
（学生プロファイル画面表示）

学生IR分析
（データをCSV出力）

学外活動記録
（帳票印刷）

学務情報システム＞ポートフォリオ＞履修登録
➔「学生プロファイル」に飛び、入力したのち履修登録へ：全数調査が可能

• 就職先

• 連絡先

進路調査票
（ポートフォリオ）

4月履修登録時：

 連絡先

 高校までの学修 ･生活行動チェックシート

 留学等授業外活動記録（上級生のみ）

 学士力自己チェックシート（上級生のみ）

10月履修登録時：

 学修･生活行動チェックシート

 就業力自己チェックシート

卒業時（H31年度導入予定/導入検討）

 卒業時アンケート
 進路調査票

振り返りシート
(旧CDファイル/ポートフォリオを統合)

 学業で頑張ったこと

 学業以外で頑張ったこと

 自分について考えたこと

 将来について考えたこと

学生:就職活動に活用 教職員:教育改善に活用卒業生:調査･交流活動等に活用

• 留学

• インターンシップ

学生基本情報
（ポートフォリオ）

• 連絡先

• 保護者
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自分の趣味を楽しんで

暮らしたい

20.8%

自分の家族の幸せを大

切に暮らしたい

20.4%

暮らしは人並み

でも安定した仕

事をしたい

12.1%

裕福になりたい

11.2%

出世して高い地位

につきたい

6.0%

世界で活躍したい

6.2%

リスクがあっても高い目

標にチャレンジする仕事

をしたい

4.6%

社会のため

貢献したい

11.4%

就職できるか

不安だ

3.3%

卒業までにしたいことが

見つかるか不安だ

4.0%

大学卒業後の人生についてあなたの考えに近いものは

個人生活重視
53.3％社会での成功

28％

社会への貢献
11.4％

不安感先行
7.3％

学生IR分析 1：卒業後の人生に関する意識が内向き（新入生）
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学生IR分析 2：主体的な学びの姿勢の醸成（新入生）
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生活不安

強み認識

他己認識

将来進路

働く前向

進学目的あり

進学目的不明確

 入学段階で学生の意欲が分かれ
ている

 進学目的が明確な学生は将来の
進路も明確。学ぶ目的と将来を
つなげて考えていると推測

↓

将来の進路と学業の係わりを認識
させることで、主体的な学びを促
す

入学段階の意識：進学目的との関係
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 学内で良い友人関係を築いている学生ほど充実度が高い

 学業と将来の進路を結びつけて学んでいると思う学生ほど充実度が高い
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平均値: 1.3 平均値: 1.6 平均値: 1.6 平均値: 2.2 平均値: 2.7平均値: 2.1 平均値: 2.6 平均値: 3.3

大学で学ぶ意義
を前向きに捉え
ている(Q25)

学内でよい友
人関係ができ
ている(Q44)

学内でよい友
人関係ができ
ている(Q44)

学内でよい友
人関係ができ
ている(Q44)

学業と将来の進路
を結びつけて学ん
でいる(Q30)

学業と将来の進路
を結びつけて学ん
でいる(Q30)

学業と将来の進路
を結びつけて学ん
でいる(Q30)

「そう思う」

「そう思う」

「そう思う」

「そう思う」以外

「そう思う」以外

「そう思う」以外

どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない，そう思わない

どちらかというとそう思わない そう思わない

やや当てはまる
，
当てはまる

やや当てはまらない，
当てはまらない

どちらかというと
そう思う，そう思う

どちらかというと
そう思わない，そう思わない

注）平均値の値が小さいほど，充実度は高い

学生IR分析 3：学生生活の充実度に影響する要因（上級生）
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産業界ニーズ1：
主体的に考え、行動できる人材の養成

主体性
（当事者意識をもち、
思考する姿勢） 交渉・調整・ディベート力

課題解決力

情報収集・分析力

外国語能力

チームワーク、協調性

論理的思考力

ビジネスマナー、常識

コミュニケー
ション能力

（周囲に
働きかける力）

 主体性が原動力となりジェネリック・スキルを発動

 コミュニケーション能力により周囲に働きかけ

➔ 学業を通じて「主体性」を如何に獲得させるか

（産業界ニーズ・インタビュー調査より：横浜国立大学 市村光之 2013）

ジェネリック・スキル群



© YNU M. Ichimura

ロンドン
●

●
ミラノ

●
ブリュッセル

●フランクフルト

モスクワ
●

ドバイ●
カイロ●

●イスタンブール

●テルアビブ
●ソウル

北京●

●
ニュ―デリー

ジャカルタ●

ホーチミン●

シンガポール●

歴史的に遺恨
の残る隣国

上から目線に
なりがちな新興国

宗教、政治に留意すべき
異次元の国

卑屈になりがちな
成熟･先進国 グローバリゼーション

の総本山

GDPが低くても
幸福度の高い陽気な国

ニューヨーク●

アトランタ●
シリコンバレー●

サンパウロ●

ボゴタ●

メキシコシティ●

19カ国･21都市･125名の駐在員にインタビュー調査を実施

H26:国内予備調査

• グローバル人材要
件洗い出し

• 駐在員の課題洗い
出し

H27:南･東南ア

• 人材要件の補強

• 南･東南ア駐在員の
課題抽出･特定

H28:欧州

• 人材要件の補強

• 欧州駐在員の課題
抽出･特定

H29:中東･東ア

• 人材要件の確認

• 中東･東ア駐在員の
課題抽出･特定

H30:米州

• 女性、家族の適応な
ど新たな課題抽出

• 米州駐在員の課題抽
出･特定

人材要件の仮説設定
調査項目確定

 人材要件図修正

 グローバル人材
養成科目開設

 人材要件図確定

 グローバル人材
養成科目改善

 主要地域を網羅

 グローバル人材養
成科目完成

 学内へ成果展開
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自国･対象国の知識、教養

思考力と
発信･調整力

信頼関係
構築力

業務遂行
スキル

業務の

知識･経験

最低限必要な
語学力

プラスαの語学力

語学力

担当業務の
全般的知識・

経験

担当国特有
の

業務知見

主体的な状況適応力異文化適応
の資質群

主体性発揮
の資質群

• Open mind
• 受容性
• 柔軟性、好奇心
• タフさ

• 当事者意識
• 前向きな意欲
• 学習意欲

① ニーズを推察する想像力
② グローバルな視点で構想する力
③ 伝わることばを発信する力
④ シナジーを生み出す調整力

① 自分とは異質な相手を認める
② 相手から自分を認めてもらう
③ お互いをリスペクトする

• 細かなニュアンスを伝えられる英語力

• 失礼にあたらない英語力

• さらに、冗談が飛び交う会話に入り主張
を通せる英語力

• TOEICの目安：860点がスタートライン

• 現地語（英語以外）による日常会話力

• 相手の話を理解し自分の意見を
伝えられる英語力

• TOEICの目安：730点

• 法令、ルール
• 商習慣
• マーケット事情

• 国内・海外共通
• 業務遂行上の知識
と経験、スキル

• マネージメント力

• 高等教育レベル
の幅広い教養

• 哲学、倫理観

• 歴史や文化
• 現在の社会状況
• 宗教や価値観など

産業界ニーズ2：
グローバル人材＝資質と知識･教養＋業務知識･経験と遂行スキル＋語学力

（『海外で活躍する「グローバル人材」に求められる要件の構造』市村光之, グローバル人材育成教育研究 第5巻第2号,2018）
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産業界ニーズ3：グローバルに活躍できる人材の育成
日本人の強みを活かしつつ個性を発揮し、地球規模の発想から地域に貢献

大学教育への期待

 専門分野：専門分野を掘り下げることで得られる専門性とその分野に関する
自負、およびそれにより培われる論理的思考力が重要

 論理的思考力：国内でも基本能力だが、異文化対応ゆえにより切実に求めら
れている

 幅広い教養：教養と自己の相対化は、宗教から価値基準・行動規範を形成し
にくい日本人にとって、社会人としての倫理観、哲学を醸成し国際社会で貢
献するために、目立たないが意外にキーポイント

 英語教育：英語はあくまでもツール。そこを学生に理解させ、語学学習だけ
で満足させない配慮とアウトプットの訓練が必要

 実践的教育：大学は知識のインプットが多いが、どう実践するかが重要。論
理的思考力と関連し、専門知識を活用して実践するカリキュラムを

 異文化経験：留学は有効だが、国内でもできる異文化体験があるはず
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働く価値観の変質：令和の時代は？

年功序列・終身雇用
高度経済成長

仕事
（報酬と地位）

物質的豊かさ

（テレビ・洗濯機・冷蔵庫、
マイカー、マイホームなど）

IT化・グローバル化
低成長、終身雇用の崩壊

社会生活と
個人生活の調和

精神的豊かさ

（仕事の遣り甲斐、
家族との時間など）

昭和 平成

想定外が「想定内」の時代：自律的なキャリア形成が必要

 会社任せ → 自分で決める/切り拓く
 単線のレール → 複線・複々線、路線変更可
 専門スキルの積み上げ → 変化に適応するスキルの強化
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